
は
じ
め
に

『
万
葉
集
』
巻
第
十
二
・
三
一
〇
一
番
歌
は
、
現
在
の
奈
良
県
桜
井
市
に

あ
っ
た
「
海
石
榴
市
」
を
舞
台
と
し
た
問
答
歌
で
あ
る
。

つ

ば

き

ち

や

そ

ち
ま
た

紫
は

灰
さ
す
も
の
そ

海
石
榴
市
の

八
十
の
衢
に

逢
へ
る
児
や

（
�
）誰

（
傍
線
引
用
者
、
以
下
同
）

そ
の
内
容
は
、
問
答
歌
と
い
う
よ
り
、
当
該
歌
の
前
に
あ
る
「
寄
物
陳

（
�
）

思
」
に
続
く
も
の
と
解
さ
れ
る
。「
寄
物
陳
思
」
は
『
万
葉
集
』
巻
第
十
一

お
よ
び
十
二
に
見
ら
れ
る
分
類
で
あ
り
、「
物
に
寄
せ
て
」
と
は
、
風
景
お

よ
び
そ
こ
に
あ
る
事
物
に
よ
っ
て
心
が
喚
起
・
増
幅
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
当
該
歌
が
「
海
石
榴
市
」
と
い
う
風
景
を
見
、
そ
の
風

景
に
憑
依
さ
れ
て
、
心
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
い
え
ば
「
海

石
榴
市
」＝

ツ
バ
キ
は
、
歌
い
手
に
と
っ
て
心
を
喚
起
・
増
幅
す
る
風
景
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

従
来
、
当
該
歌
の
解
釈
は
、
そ
の
歌
の
大
意
に
沿
っ
た
ツ
バ
キ
の
用
法
、

そ
し
て
交
通
の
要
で
あ
っ
た
「
海
石
榴
市
」
の
紹
介
に
留
ま
っ
て
お
り
、
な

ぜ
そ
こ
に
ツ
バ
キ
の
用
法
が
紹
介
さ
れ
る
の
か
、
他
の
往
来
で
は
な
く
、
な

ぜ
「
海
石
榴
市
」
だ
っ
た
の
か
、
ツ
バ
キ
や
「
海
石
榴
市
」
そ
の
も
の
に
着

目
し
た
も
の
は
な
い
。
本
稿
は
、
当
該
歌
に
描
か
れ
る
風
景
を
読
み
解
く
こ

と
で
、
新
た
な
解
釈
を
示
す
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

一
『
万
葉
集
』
巻
第
十
二
・
三
一
〇
一
番
歌
の
注
釈

当
該
歌
お
よ
び
そ
の
主
な
注
釈
の
大
意
・
解
釈
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

紫
は

灰
さ
す
も
の
そ

海
石
榴
市
の

八
十
の
衢
に

逢
へ
る
児
や

誰

（
十
二
・
三
一
〇
一
）

ツ
バ
キ
の
あ
る
風
景

│
『
万
葉
集
』
巻
第
十
二
・
三
一
〇
一
番
歌
を
中
心
に
│

毛

利

美

穂

ツ
バ
キ
の
あ
る
風
景
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（
�
）

Ａ

佐
々
木
信
綱
『
校
本
万
葉
集
』

○
頭
注

袖
中
抄
第
十
五
「
ム
ラ
サ
キ
ハ
ヽ
ヒ
サ
ス
モ
ノ
ソ
ツ
ハ
イ
チ
ノ
ヤ
ソ
ノ

チ
マ
タ
ニ
ア
ヘ
ル
ヤ
タ
レ
」

○
諸
説

紫
者
、
ム
ラ
サ
キ
ハ
。
古
「
者
」
ハ
「
之
」
ノ
誤
ニ
テ
訓
「
ム
ラ
サ
キ

ノ
」
カ
。

（
�
）

Ｂ

澤
瀉
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
』

○
口
訳

紫
の
染
料
は
灰
を
さ
し
加
へ
る
も
の
よ
。
そ
の
灰
に
す
る
椿
、
そ
の
名

を
持
つ
た
海
石
榴
市
の
四
通
八
達
の
辻
で
逢
つ
た
を
と
め
は
誰
で
あ
ら

う
か
。

○
訓
釈

紫
草
か
ら
紫
の
染
料
を
つ
く
る
時
に
は
灰
を
さ
す
の
で
、
そ
の
灰
は
椿

の
木
を
焼
い
て
つ
く
る
。
そ
れ
で
ツ
バ
イ
チ
に
か
け
た
序
と
し
た
。

（
�
）

Ｃ

日
本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
』

○
大
意

紫
染
め
に
は

そ
の
灰
を
さ
す
椿

椿
市
の

八
十
の
辻
道
で

今
逢

っ
て
い
る
あ
な
た
は
誰
で
す
か

○
頭
注

紫
は
灰
さ
す
も
の
そ：

海
石
榴
市
の
ツ
バ
キ
を
起
す
序
。
紫
染
め
に
は

椿
の
木
灰
か
ら
採
っ
た
灰
汁
を
媒
染
剤
に
用
い
た
の
で
か
け
た
。

海
石
榴
市
の
八
十
の
衢：

チ
マ
タ
は
道
の
股
、
別
れ
道
。
海
石
榴
市

は
、
東
は
泊
瀬
、
南
は
忍
坂
・
山
田
・
磐
余
、
西
は
当
麻
に
至
る
横
大

路
に
近
く
、
北
は
上
ツ
道
・
山
辺
道
に
通
じ
る
四
通
八
達
の
交
通
の
要

（
�
）

地
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
泊
瀬
川
に
よ
る
水
路
の
便
も
あ
っ
た
。

逢
へ
る
児
や
誰：

歌
垣
の
場
で
目
の
前
に
い
る
若
い
娘
に
対
す
る
問
い

か
け
。
異
性
に
名
を
尋
ね
る
こ
と
は
求
婚
を
意
味
し
た
。

当
該
歌
に
関
す
る
注
釈
は
、
ツ
バ
キ
が
「
海
石
榴
市
」
を
起
す
序
で
あ
る

こ
と
、
そ
し
て
ツ
バ
キ
が
紫
染
に
使
用
す
る
媒
染
剤
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
ツ
バ
キ
と
「
海
石
榴
市
」
が
当
該
歌
の
風
景
と
し
て
採

用
さ
れ
た
意
図
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

当
該
歌
が
、
ツ
バ
キ
お
よ
び
「
海
石
榴
市
」
の
風
景
を
歌
っ
た
理
由
を
探

る
た
め
、
同
時
代
に
お
け
る
ツ
バ
キ
の
用
例
を
確
認
し
て
い
こ
う
。

二

テ
キ
ス
ト
に
あ
ら
わ
れ
た
ツ
バ
キ

ツ
バ
キ
は
、『
万
葉
集
』
に
、「
椿
」（
一
・
五
四
、
一
・
五
六
、
一
・
七

三
、
十
三
・
三
二
二
二
）、「
海
石
榴
」（
七
・
一
二
六
二
、
十
二
・
二
九
五

一
、
十
二
・
三
一
〇
一
、
十
九
・
四
一
五
二
、
十
九
・
四
一
七
七
）、「
都
婆

伎
」（
二
十
・
四
四
一
八
）、「
都
婆
吉
」（
二
十
・
四
四
八
一
）
の
表
記
が
見

ら
れ
る
。
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表
記
に
つ
い
て
は
、
延
喜
年
間
（
九
一
八
頃
）
に
成
立
し
た
日
本
最
古
の

（
�
）

薬
物
辞
書
（
本
草
書
）
で
あ
る
『
本
草
和
名
』
に
、「
椿
木
葉

樗
木
〔
蘇

（
�
）

敬
注
云
、
二
樹
相
似
、
樗
木
疏
、
椿
木
実
也
〕
和
名
都
波
岐
」
と
あ
り
、

ま
た
、
承
平
年
間
（
九
三
一
〜
九
三
八
）
成
立
の
『
和
名
類
聚
抄
』
に
、

「
唐
韻
云
ふ

椿
〔
勅
倫
反
和
名
豆
波
木
〕
木
の
名
也

楊
氏
漢
語
抄
云
ふ

（
�
）

海
石
榴
〔
和
名
は
上
に
同
じ

本
朝
式
等
之
を
用
ふ
〕」
と
あ
る
。
な
お
、

『
本
草
和
名
』
や
『
和
名
類
聚
抄
』
に
載
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
こ
れ

ら
の
本
草
書
が
ツ
バ
キ
の
表
記
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
平
安
前
期
に

は
す
で
に
薬
草
と
し
て
の
ツ
バ
キ
の
存
在
が
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

テ
キ
ス
ト
に
あ
ら
わ
れ
た
ツ
バ
キ
を
見
て
い
こ
う
。

『
古
事
記
』
仁
徳
天
皇
・
八
田
若
郎
女
と
皇
后
の
嫉
妬
の
段
に
、
ツ
バ
キ

が
登
場
す
る
。

是
に
、
大
后
、
大
き
に
恨
み
怒
り
て
、
其
の
御
船
に
載
せ
た
る
御
綱
柏

う

そ

こ

な
づ

さ
き

を
ば
、
悉
く
海
に
投
げ
棄
て
き
。
故
、
其
地
を
号
け
て
御
津
前
と
謂

ま

ふ
。
即
ち
宮
に
入
り
坐
さ
ず
し
て
、
其
の
御
船
を
引
き
避
り
て
、
堀
江

さ
か
の
ぼ

ま
に
ま

い
で
ま

に
泝
り
、
河
の
隨
に
山
代
に
上
り
幸
し
き
。
此
の
時
に
、
歌
ひ
て
曰
は

く
、

や
ま
し
ろ
が
は

へ

つ
ぎ
ね
ふ
や

山
代
河
を

河
上
り

我
が
上
れ
ば

河
の
上
に

だ

さ

し

ぶ

し

生
ひ
立
て
る

烏
草
樹
を

烏
草
樹
の
木

其
が
下
に

生
ひ
立
て

は
び
ろ

ゆ

ま
つ
ば
き

し

い
ま

る

葉
広

斎
つ
真
椿

其
が
花
の

照
り
坐
し

其
が
葉
の

（

）

広
り
坐
す
は

大
君
ろ
か
も

祝
宴
（
儀
礼
）
の
た
め
に
船
に
乗
っ
て
聖
な
る
御
綱
柏
を
取
り
に
行
っ
た

皇
后
は
、
そ
の
任
を
終
え
て
帰
る
途
中
、
天
皇
が
八
田
若
郎
女
と
結
婚
し
て

一
日
中
戯
れ
遊
ん
で
い
る
こ
と
を
知
る
。
お
お
い
に
恨
み
怒
っ
た
皇
后
は
、

御
綱
柏
を
す
べ
て
海
に
捨
て
、
宮
に
は
帰
ら
ず
に
山
城
国
に
向
か
う
。
こ
の

時
に
歌
っ
て
い
う
に
は
「
山
代
川
を
遡
っ
て
私
が
上
が
っ
て
い
く
と
、
川
の

ほ
と
り
に
立
ち
生
え
て
い
る
烏
草
樹
よ
。
そ
の
烏
草
樹
の
木
の
下
に
立
ち
生

え
て
い
る
、
葉
の
広
い
神
聖
な
椿
。
そ
の
花
の
よ
う
に
照
り
輝
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
、
そ
の
葉
の
よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と
広
や
か
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

は
、
大
君
で
あ
る
よ
」
と
。
頭
注
に
は
、「
そ
の
常
緑
の
葉
と
赤
い
花
と
に

強
い
呪
的
な
力
を
観
じ
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
「
大
君
」
に
重
ね
る
」
と
あ

り
、
嫉
妬
に
か
ら
れ
な
が
ら
も
、
天
皇
へ
の
賛
美
を
、
常
緑
で
赤
い
ツ
バ
キ

の
呪
力
に
託
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
ツ
バ
キ
は
、
呪
力
を
秘

め
た
植
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
じ
く
、『
古
事
記
』
雄
略
天
皇
・
三
重
の
采
女
の
段
で
皇
后
が
歌
う
ツ

バ
キ
も
聖
な
る
呪
物
と
し
て
登
場
す
る
。

し
か

故
、
此
の
歌
を
献
り
し
か
ば
、
其
の
罪
を
赦
し
き
。
爾
く
し
て
、
大

后
、
歌
ひ
き
。
其
の
歌
に
曰
は
く
、

つ
か
さ

倭
の

此
の
高
市
に

小
高
る

市
の
高
処

新
嘗
屋
に

生
ひ
立

ゆ

ま
つ
ば
き

て
る

葉
広

斎
つ
真
椿

其
が
葉
の

広
り
坐
し

其
の
花
の

ツ
バ
キ
の
あ
る
風
景

七
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照
り
坐
す

高
光
る

日
の
御
子
に

豊
御
酒

献
ら
せ

事
の

こ

（

）

語
り
言
も

是
を
ば

三
重
の
采
女
は
、
盃
に
槻
の
葉
が
入
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
天
皇

に
大
御
酒
に
献
上
し
、
そ
れ
に
対
し
て
天
皇
は
激
怒
し
て
采
女
を
斬
ろ
う
と

す
る
。
し
か
し
、
采
女
は
槻
の
葉
に
ち
な
ん
で
天
皇
を
賛
美
す
る
歌
を
う
た

い
、
天
皇
は
こ
れ
を
赦
す
。
そ
し
て
当
該
記
事
に
お
い
て
、
皇
后
も
ま
た

「
大
和
の
こ
の
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
市
よ
。
小
高
い
市
の
丘
に
あ
る
新
嘗
の

御
殿
の
そ
ば
に
生
い
立
っ
て
い
る
、
葉
の
広
い
神
聖
な
椿
。
そ
の
葉
の
よ
う

に
、
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
そ
の
花
の
よ
う
に
、
照
り
輝
い
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
、
高
光
る
日
の
神
の
御
子
よ
、
お
酒
を
召
し
上
が
っ
て
く
だ

さ
い
ま
せ
。
で
き
ご
と
の
語
り
伝
え
で
も
こ
の
こ
と
を
同
じ
よ
う
に
伝
え
て

い
ま
す
」
と
歌
う
。
先
の
仁
徳
記
当
該
記
事
と
同
じ
よ
う
に
、
広
い
葉
の
形

状
に
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
慈
悲
深
い
姿
を
、
そ
し
て
そ
の
赤
い
花
に
輝
か
し

い
威
厳
の
あ
る
よ
う
す
を
、
常
緑
と
赤
の
呪
術
的
要
素
と
と
も
に
天
皇
に
託

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
仁
徳
記
当
該
記
事
は
祝
宴
（
儀
礼
）
の
場
面
で
あ
り
、
雄
略
記
当

該
記
事
も
ま
た
、
新
嘗
（
儀
礼
）
の
場
面
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
で
登
場

す
る
ツ
バ
キ
は
、
天
皇
の
神
聖
さ
を
あ
ら
わ
す
聖
な
る
植
物
で
あ
る
と
い
う

意
識
が
『
古
事
記
』
に
は
通
底
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

『
万
葉
集
』
の
ツ
バ
キ
は
、
植
物
と
し
て
側
面
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。

奧
山
の

八
つ
峰
の
椿

つ
ば
ら
か
に

今
日
は
暮
さ
ね

ま
す
ら
を

（

）

の
伴

（
十
九
・
四
一
五
二
）

当
該
歌
は
、
天
平
勝
宝
二
（
七
五
〇
）
年
三
月
三
日
に
、
守
大
伴
宿
祢
家

持
の
館
に
し
て
宴
せ
る
歌
三
首
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。「
椿
」
は
「
海
石

榴
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
大
意
は
「
奥
山
の
峰
々
の
椿
の
つ
ば
ら
か
に
│

存
分
に
今
日
は
楽
し
く
過
ご
し
給
え
ま
す
ら
お
た
ち
よ
」
と
、
ツ
バ
ラ
カ
を

起
す
序
と
し
て
、
ツ
バ
キ
が
登
場
す
る
。

あ
し
ひ
き
の

八
つ
峰
の
椿

つ
ら
つ
ら
に

見
と
も
飽
か
め
や

植
（

）

ゑ
て
け
る
君

（
二
十
・
四
四
八
一
）

当
該
歌
は
、
天
平
勝
宝
九
（
七
五
七
）
年
三
月
四
日
に
、
兵
部
大
丞
大
原

真
人
今
城
の
宅
に
し
て
宴
せ
る
歌
一
首
と
し
て
、「
兵
部
少
輔
大
伴
家
持
、

植
ゑ
た
る
椿
に
属
け
て
作
れ
り
」
と
あ
る
。
大
意
は
、「
尾
根
の
椿
の
つ
ら

つ
ら
に
│
つ
く
づ
く
と
い
く
ら
見
て
も
飽
き
ま
せ
ん
こ
れ
を
植
え
た
あ
な
た

と
い
う
方
は
」
で
あ
り
、
こ
れ
も
ツ
ラ
ツ
ラ
を
起
す
序
と
し
て
、
ツ
バ
キ
が

登
場
す
る
。

な
お
、
両
者
に
登
場
す
る
「
八
つ
峰
」
は
二
上
山
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ

と
、
こ
の
峰
の
入
り
組
ん
だ
重
な
り
の
間
よ
り
の
ぞ
く
花
と
し
て
ツ
バ
キ
が

あ
る
こ
と
は
、
他
に
も
確
認
で
き
る
。
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我
が
背
子
と

手
携
は
り
て

明
け
来
れ
ば

出
で
立
ち
向
か
ひ

夕

さ
れ
ば

振
り
放
け
見
つ
つ

思
ひ
延
べ

見
和
ぎ
し
山
に

八
つ
峰

に
は

霞
た
な
び
き

谷
辺
に
は

椿
花
咲
き

う
ら
悲
し

春
し
過

ぐ
れ
ば

ほ
と
と
ぎ
す

い
や
し
き
鳴
き
ぬ

ひ
と
り
の
み

聞
け
ば

さ
ぶ
し
も

君
と
我
と

隔
て
て
恋
ふ
る

砺
波
山

飛
び
越
え
行
き

て

明
け
立
た
ば

松
の
さ
枝
に

夕
さ
ら
ば

月
に
向
か
ひ
て
あ
や

め
ぐ
さ

玉
貫
く
ま
で
に

鳴
き
と
よ
め

安
眠
寝
し
め
ず

君
を
悩

（

）

ま
せ

（
十
九
・
四
一
七
七
）

当
該
歌
は
、
大
伴
家
持
が
、「
八
つ
峰
」
と
い
う
空
間
的
な
隔
た
り
に
よ

っ
て
大
伴
池
主
と
離
れ
て
い
る
現
状
を
再
確
認
し
、
池
主
と
手
を
取
り
合
っ

て
見
た
谷
辺
の
赤
い
ツ
バ
キ
が
あ
ざ
や
か
で
あ
る
ほ
ど
に
物
悲
し
く
な
る
懐

旧
の
情
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ツ
バ
キ
の
赤
は
、
重
な
り
合
う
峰
の
中
で
も
目
を
惹
く
存
在
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
出
雲
国
風
土
記
』
に
は
、
薬
草
と
し
て
の
ツ
バ
キ
が
登
場
す
る
。

凡
そ
諸
の
山
野
に
在
ら
ゆ
る
草
木
は
、
麦
門
冬
、
独
活
、（
中
略
）
椎
、

（

）

海
榴
〔
字
或
は
椿
に
作
る
〕、
楊
栴
（
略
）

（
意
宇
の
郡
）

凡
そ
諸
の
山
に
在
ら
ゆ
る
草
木
は
、
白
朮
、
麦
門
冬
、（
中
略
）
海
柘

（

）

榴
、
楠
、
楊
栴
、
松
、
栢
な
り
。

（
嶋
根
の
郡
）

『
風
土
記
』
は
、
和
銅
六
（
七
一
三
）
年
に
、
畿
内
七
道
の
国
名
・
郡

名
・
郷
名
に
「
好
い
字
」
を
付
し
、
郡
内
に
産
す
る
鉱
物
・
植
物
・
動
物
等

で
有
用
な
も
の
の
品
目
を
筆
録
し
、
土
地
の
肥
沃
状
態
、
山
川
原
野
の
名
の

由
来
、
古
老
の
代
々
伝
え
て
き
た
旧
聞
異
事
と
い
う
五
項
目
に
つ
い
て
詔
命

（

）

に
従
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
報
告
書
で
あ
る
。『
出
雲
国
風
土
記
』
は
天
平
五

（
七
三
三
）
年
に
完
成
し
、
そ
の
内
容
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
現
在
に
伝
わ
っ

て
い
る
。
古
代
出
雲
の
薬
草
文
化
に
つ
い
て
は
、
伊
田
喜
光
氏
等
に
よ
っ
て

（

）

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、『
出
雲
国
風
土
記
』
の
当
該
記
事
に
は
、
白

朮
や
麦
門
冬
等
の
薬
草
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
、
ツ
バ
キ
が
登
場

す
る
。

ツ
バ
キ
は
、
常
緑
で
あ
る
こ
と
、
赤
い
色
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
神
聖

な
植
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、『
万
葉
集
』
と
同
時
期
に

は
す
で
に
薬
草
と
し
て
の
存
在
も
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

三

考
古
遺
物
か
ら
み
た
ツ
バ
キ

国
内
産
の
ツ
バ
キ
に
は
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
と
ユ
キ
ツ
バ
キ
の
二
種
が
あ
る
。

ヤ
ブ
ツ
バ
キ
は
、
照
葉
樹
林
と
呼
ば
れ
る
暖
温
帯
性
常
緑
広
葉
樹
林
を
代
表

す
る
樹
木
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
耐
寒
性
や
耐
雪
性
は
劣
る
。
日
本
列
島
で

は
、
西
南
諸
島
か
ら
九
州
、
四
国
、
本
州
の
温
暖
な
地
域
を
中
心
に
広
く
分

布
し
て
お
り
、
内
陸
部
ま
で
広
く
分
布
す
る
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
は
、
暖
温
帯
の
北

限
域
で
は
、
温
暖
で
雪
の
少
な
い
海
岸
線
に
分
布
が
限
ら
れ
る
。
ヤ
ブ
ツ
バ

キ
は
、
海
上
交
易
の
拠
点
と
な
る
港
に
面
し
た
寺
社
周
辺
に
分
布
し
て
い
る

ツ
バ
キ
の
あ
る
風
景

七
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の
も
特
徴
的
で
あ
る
。
一
方
、
ユ
キ
ツ
バ
キ
は
、
現
在
、
主
に
日
本
海
側

（

）

（
福
井
、
石
川
、
新
潟
、
山
形
、
秋
田
）
の
山
地
に
分
布
し
て
い
る
。
な
お
、

『
万
葉
集
』
や
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
登
場
す
る
ツ
バ
キ
は
、
後
述
す

る
考
古
学
の
成
果
か
ら
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。

『
日
本
書
紀
』
景
行
天
皇
十
二
年
十
月
に
は
、「
海
石
榴
市
」
の
由
来
が
記

さ
れ
て
い
る
。

お
ほ
み
こ
と

あ
な
が
ち

め

い
く
さ

お
こ

皆
曰
く
、『
皇
命
に
従
は
じ
』
と
い
ふ
。
若
し
強
に
喚
さ
ば
、
兵
を
興

ふ
せ

い
で
ま

し
て
距
か
む
」
と
ま
を
す
。
天
皇
、
悪
み
た
ま
ふ
も
進
行
す
こ
と
得

く
た
み
の
む
ら

と
ど
ま

か
り

み

や

た

ま

よ

ず
。
即
ち
来
田
見
邑
に
留
り
、
権
に
宮
室
を
興
て
て
居
し
ま
す
。
仍
り

ま
へ
つ
き
み
た
ち

は
か

の
た
ま

さ
は

つ
は
も
の

て
群
臣
と
議
り
て
曰
は
く
、「
今
し
多
に
兵
衆
を
動
し
て
、
土
蜘
蛛
を

つ
は
も
の
い
き
ほ
ひ

お
そ

や
ま
の

討
た
む
。
若
し
其
れ
、
我
が
兵
の
勢
に
畏
り
て
山
野
に
隠
れ
な
ば
、
必

の
ち

な

つ
ば
き
の
き

つ
ち

ず
後
の
愁
を
為
さ
む
」
と
の
た
ま
ふ
。
則
ち
海
石
榴
樹
を
採
り
て
椎
に

つ
は
も
の

よ

た
け

い
く
さ

え
ら

つ
は
も
の

作
り
、
兵
に
し
た
ま
ふ
。
因
り
て
猛
き
卒
を
簡
び
、
兵
の
椎
を
授
け

は
ら

い
は
む
ろ

い
な
ば

か
は
か
み

て
、山
を
穿
ち
草
を
排
ひ
て
、石
室
の
土
蜘
蛛
を
襲
ひ
て
、稲
葉
の
川
上

や
ぶ

ふ
つ
く

と
も
が
ら

つ
ぶ
な
き

と
き
の
ひ
と

に
破
り
、
悉
に
其
の
党
を
殺
す
。
血
流
れ
て
踝
に
至
る
。
故
、
時
人
、

と
こ
ろ

つ

ば

き

ち

其
の
海
石
榴
の
椎
を
作
り
し
処
を
海
石
榴
市
と
曰
ふ
。

（

）

（
景
行
紀
十
二
年
十
月
条
）

ツ
バ
キ
の
木
は
、
武
具
と
し
て
登
場
す
る
。
ツ
バ
キ
は
非
常
に
硬
い
木
材

で
、
縄
文
時
代
草
創
期
か
ら
前
期
に
か
け
て
の
集
落
遺
跡
で
あ
る
鳥
浜
貝
塚

（
福
井
県
）
か
ら
は
、
細
か
な
歯
の
部
分
が
残
っ
て
い
る
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
製
の

櫛
が
い
く
つ
か
出
土
し
て
い
る
。

鳥
浜
貝
塚
遺
跡
の
縄
文
時
代
前
期
か
ら
は
一
四
〇
〇
点
も
の
加
工
材
が

出
土
し
、
杭
材
、
割
材
、
板
材
な
ど
が
多
い
も
の
の
、
柄
、
弓
・
尖

棒
、
漆
器
、
容
器
、
擢
な
ど
、
性
格
の
は
っ
き
り
し
た
木
製
品
も
多
数

あ
り
、
縄
文
人
の
用
材
を
解
析
で
き
る
も
っ
と
も
古
い
貴
重
な
資
料
と

な
っ
て
い
る
。
同
時
代
の
自
然
木
と
の
対
比
で
み
る
と
、
量
的
に
も
っ

と
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
ス
ギ
で
、
こ
れ
は
自
然
木
で
も
量
的

に
多
く
、
豊
富
に
あ
る
適
材
を
利
用
し
た
と
い
え
る
。
同
様
に
、
自
然

木
に
比
較
的
多
く
、
そ
し
て
加
工
材
と
し
て
も
比
較
的
多
く
利
用
さ
れ

て
い
る
も
の
と
し
て
、
ス
ダ
ジ
イ
、
ア
カ
ガ
シ
亜
属
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、

（

）

カ
エ
デ
属
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

硬
く
て
加
工
が
し
や
す
い
ツ
バ
キ
は
、
武
具
の
材
料
と
し
て
も
良
か
っ
た

の
だ
ろ
う
。
景
行
紀
当
該
条
は
「
今
し
多
に
兵
衆
を
動
し
て
、
土
蜘
蛛
を
討

た
む
。
若
し
其
れ
、
我
が
兵
の
勢
に
畏
り
て
山
野
に
隠
れ
な
ば
、
必
ず
後
の

愁
を
為
さ
む
」
と
神
へ
の
誓
約
を
行
っ
て
か
ら
ツ
バ
キ
で
武
具
を
作
っ
た
と

あ
り
、
そ
の
誓
約
に
よ
っ
て
武
具
の
威
力
が
付
与
さ
れ
た
と
解
釈
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
考
古
学
の
成
果
か
ら
、
ツ
バ
キ
の
木
そ
の
も

の
に
武
具
と
し
て
の
適
性
が
あ
っ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
当

該
条
か
ら
は
、
武
具
を
作
っ
た
場
所
、
す
な
わ
ち
ツ
バ
キ
の
木
が
植
わ
っ
て

い
た
場
所
が
「
海
石
榴
市
」
と
名
付
け
ら
れ
た
と
あ
る
。『
万
葉
集
』
巻
第

七
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み
も
ろ

も

も
と
へ

十
三
・
三
二
二
二
番
歌
に
は
「
三
諸
は

人
の
守
る
山

本
辺
に
は

あ
し

す
ゑ
へ

も

び
花
咲
き

末
辺
に
は

椿
花
咲
く

う
ら
ぐ
は
し

山
そ
泣
く
子
守
る

（

）山」
と
あ
り
、
三
輪
山
の
ふ
も
と
、
す
な
わ
ち
「
海
石
榴
市
」
お
よ
び
そ
の

周
辺
に
ツ
バ
キ
が
多
く
見
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、

『
万
葉
集
』
巻
第
十
二
・
三
一
〇
一
番
歌
を
読
み
解
く
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

四

邪
を
祓
う
ツ
バ
キ

正
倉
院
に
は
、
孝
謙
天
皇
が
大
仏
開
眼
供
養
の
際
に
使
用
し
た
と
伝
え
ら

う
じ
つ
の
つ
え

れ
る
卯
日
杖
（
椿
杖
）
が
あ
る
。
正
月
初
卯
の
日
に
、
宮
中
で
は
魔
除
け
の

意
味
と
込
め
て
大
地
を
叩
く
杖
が
調
進
さ
れ
る
。
正
倉
院
に
伝
わ
る
杖
は
ツ

バ
キ
製
で
、
そ
の
杖
を
献
上
す
る
と
き
に
用
い
ら
れ
る
几
に
は
「
天
平
宝
字

（

）

二
年
正
月
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

卯
杖
に
つ
い
て
、
米
田
雄
介
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
当
該
宝

物
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
、
少
し
長
い
が
引
用
す
る
。

中
国
で
は
、
漢
代
に
す
で
に
正
月
卯
の
日
に
、
邪
気
を
払
う
た
め
、

金
・
玉
・
桃
樹
の
護
符
を
作
っ
て
腰
に
下
げ
る
風
習
が
あ
っ
た
と
い

う
。
そ
の
風
習
に
、
わ
が
国
の
正
月
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
と
い
う
、
年

木
の
信
仰
が
習
合
し
て
卯
杖
の
儀
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。わ

が
国
に
お
い
て
、
初
め
て
卯
の
日
の
こ
と
が
文
献
に
現
わ
れ
た
の

は
、『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
三
年
（
六
八
九
）
正
月
乙
卯
（
二
日
）

条
に
、
大
学
寮
が
杖
八
十
枚
を
献
じ
た
と
の
記
事
が
最
初
で
あ
る
。
し

か
し
、
持
統
天
皇
紀
の
こ
の
記
事
か
ら
で
は
、
ど
の
よ
う
な
杖
が
献
上

さ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

十
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
『
延
喜
式
』
に
よ
る
と
、
正
月
初
卯
の
日

に
、
宮
中
で
は
魔
除
け
の
意
味
を
込
め
て
、
椿
・
桃
・
梅
な
ど
の
陽
木

を
五
尺
三
寸
に
切
っ
た
も
の
を
机
に
載
せ
て
、
大
舎
人
寮
か
ら
天
皇
・

皇
后
・
皇
太
子
ら
に
献
上
す
る
儀
式
を
行
う
と
記
し
て
い
る
。

正
倉
院
に
は
卯
杖
が
二
枚
伝
わ
っ
て
い
る
。
と
も
に
椿
の
木
で
作
ら

れ
た
杖
で
、
長
さ
も
一
五
九
㎝
で
あ
る
か
ら
、『
延
喜
式
』
の
規
定
に

ほ
ぼ
合
致
す
る
。
ま
た
、
皮
つ
き
の
幹
に
、
黄
・
緑
・
褐
色
で
斑
を
塗

り
、
金
銀
泥
で
界
を
施
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
卯
杖
自
体
に
は
年

紀
は
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
い
つ
の
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
卯
杖

を
献
上
の
時
に
使
用
し
た
多
足
几
（
第
三
十
几
）
の
銘
文
に
よ
る
と
、

卯
日
御
杖
机

天
平
宝
字
二
年
正
月

と
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
几
の
覆
い
と
し
て
用
い
る
「
黄
地
花
文
臈
纈
羅

残
片
」
に
も
、

卯
日
御
杖
机
覆

天
平
宝
□

と
墨
書
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
正
月
の
初
卯

の
日
（
正
月
六
日
）
に
、
卯
杖
の
儀
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

（

）る。

『
延
喜
式
』
巻
第
四
十
七
・
左
兵
衛
府
に
、「
凡
正
月
上
卯
。
督
以
下
兵
衛

ツ
バ
キ
の
あ
る
風
景
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已
上
。
各
執
御
杖
一
束
。（
中
略
）
正
月
能
上
卯
日
能
御
杖
仕
奉
氏
進
良
久
登
申

給
波
久
登
申
。
勅
曰
置
之
。
医
師
已
上
共
称
唯
。
献
畢
以
次
退
。
其
御
杖
榠

〔
和
名
カ
ラ
ナ
シ
此
樹
宜
作
杖
見
在
東
大
寺
云
々
〕
三
束
。
一
株
為
束
。
木
瓜

三
束
。
比
比
良
木
三
束
。
牟
保
己
三
束
。
黒
木
三
束
。
桃
木
三
束
。
梅
木
二

（

）

束
。
已
上
二
秣
為
束
。椿
木
六
束
。
四
株
為
束
」
と
あ
り
、
黒
木
・
桃
木
・
梅
木
の

他
、
椿
木
が
奉
じ
ら
れ
て
い
る
。

当
時
、
す
で
に
薬
草
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ツ
バ
キ
の
、
呪
物
と
し
て
の

聖
な
る
側
面
を
ふ
ま
え
る
と
、
同
じ
く
薬
草
で
あ
り
聖
な
る
呪
物
で
あ
る
桃

や
梅
と
共
に
奉
じ
ら
れ
る
意
図
、
す
な
わ
ち
ツ
バ
キ
に
魔
除
け
と
し
て
の
役

割
が
付
さ
れ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

な
お
、
杖
が
魔
除
け
の
道
具
と
し
て
用
い
ら
れ
た
事
例
と
し
て
、
矢
野
憲

一
氏
は
、
黄
泉
国
か
ら
逃
げ
る
際
に
、
イ
ザ
ナ
キ
が
ま
っ
さ
き
に
手
放
し
た

剣
と
杖
の
類
似
性
を
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
。

太
古
の
旅
や
外
出
に
は
ど
う
し
て
も
杖
が
必
需
品
だ
っ
た
。（
略
）
道

な
き
道
を
草
木
や
笹
や
木
の
根
を
か
き
分
け
、
蛇
や
毒
虫
を
除
け
、
水

た
ま
り
や
川
で
あ
れ
ば
杖
で
水
の
深
さ
を
探
り
、
野
犬
や
猪
な
ど
獣
が

襲
っ
て
く
れ
ば
武
具
に
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
し
て
普
通

の
旅
で
は
な
い
、
黄
泉
国
へ
の
旅
路
で
あ
っ
た
。

持
ち
物
の
代
表
が
杖
だ
っ
た
か
ら
、
一
番
手
近
な
手
に
す
る
杖
を
最

（

）

初
に
投
げ
て
潔
祓
を
し
た
（
略
）

杖
が
外
敵
か
ら
身
を
守
る
も
っ
と
も
原
始
的
な
道
具
で
あ
り
、
そ
の
杖
が

や
が
て
呪
的
な
要
素
を
持
つ
僻
邪
・
魔
除
け
の
道
具
と
な
っ
た
と
い
う
。
そ

の
素
材
と
し
て
、
呪
的
な
ツ
バ
キ
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
解
釈
は
、
本
質
か

ら
そ
う
遠
く
離
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

五

交
易
品
と
し
て
の
ツ
バ
キ

交
通
・
交
易
の
要
所
で
あ
る
「
海
石
榴
市
」
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
は
、
ツ

バ
キ
の
木
が
豊
富
に
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
示
す
意
味
を
考
え
て
い
こ
う
。

『
万
葉
集
』
巻
第
十
二
・
三
一
〇
一
番
歌
で
は
、
紫
染
の
た
め
の
媒
染
剤

と
し
て
、
ツ
バ
キ
の
灰
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
あ
る
。
現
在
も
、
京
都
の
染

屋
「
染
司
よ
し
お
か
」
で
は
伝
統
的
な
椿
灰
を
用
い
た
紫
染
を
行
っ
て
お

り
、
愛
知
県
瀬
戸
市
で
は
灰
汁
を
と
っ
た
後
の
椿
灰
を
用
い
た
釉
薬
が
陶
磁

器
製
造
の
際
に
使
用
さ
れ
る
。

こ
の
と
こ
ろ
は
椿
の
灰
を
造
っ
て
い
る
。
こ
の
稿
で
何
度
も
書
い
た
よ

う
に
、
椿
の
生
木
を
燃
や
し
た
灰
に
は
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
成
分
が
あ

る
よ
う
で
、
紫
根
染
、
黄
染
、
刈
安
染
な
ど
を
す
る
場
合
に
は
、
媒
染

材
、
発
色
材
と
し
て
用
い
る
の
で
、
い
わ
ば
こ
れ
も
工
房
の
常
備
品
な

（

）

の
で
あ
る
。

媒
染
剤
と
し
て
の
椿
灰
の
他
に
、
ツ
バ
キ
を
用
い
た
交
易
品
と
し
て
、
当

時
多
く
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
の
が
「
海
石
榴
油
」
で
あ
る
。『
続
日
本
紀
』
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宝
亀
八
（
七
七
七
）
年
五
月
条
に
は
、
国
に
帰
る
渤
海
史
よ
り
、
黄
金
と
共

に
「
海
石
榴
油
」
を
所
望
さ
れ
て
い
る
。

渤
海
使
史
都
蒙
等
帰
蕃
す
。
大
学
少
允
正
六
位
上
高
麗
朝
臣
殿
継
を
以

っ
て
送
使
と
為
す
。
渤
海
王
に
賜
は
る
書
に
曰
く
、
天
皇
、
渤
海
国
王

に
敬
問
す
。（
略
）
又
、
都
蒙
が
請
ふ
に
縁
り
て
、
黄
金
小
一
百
両
、

水
銀
大
一
百
両
、
金
漆
一
缶
、
漆
一
缶
、
海
石
榴
油
一
缶
、
水
精
念
珠

（

）

四
貫
、
檳
榔
扇
十
枝
を
加
附
す
。

（

）

ま
た
、『
延
喜
式
』
で
は
、
大
唐
皇
に
「
海
石
榴
油
六
斗
」、
諸
国
年
料
供

（

）

進
と
し
て
「
海
石
榴
油
一
十
斛
」
が
海
外
へ
の
交
易
品
と
し
て
送
ら
れ
て
お

り
、
国
内
に
お
い
て
は
、
因
幡
国
、
出
雲
国
、
周
防
国
、
筑
前
国
、
筑
後

国
、
肥
後
国
、
豊
前
国
、
壱
岐
島
か
ら
、
お
そ
ら
く
輸
出
用
の
「
海
石
榴

（

）

油
」
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
時
の
輸
出
用
の
交
易
品
（
特

産
品
）
と
し
て
の
「
海
石
榴
油
」
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

柳
田
國
男
は
、
ツ
バ
キ
の
分
布
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

全
体
に
椿
と
い
う
木
の
分
布
順
序
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
若
干
の
学
者

の
考
え
残
し
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
太
平
洋
岸
で
も
気
仙
、
唐
桑
以
北

の
数
か
所
、
日
本
海
の
方
で
も
津
軽
の
深
浦
、
そ
れ
か
ら
青
森
湾
内
の

小
湊
そ
の
他
の
岬
の
蔭
に
、
お
お
よ
そ
鳥
が
実
を
つ
い
ば
ん
で
一
息
に

飛
ぶ
距
離
の
、
五
倍
か
七
倍
か
の
間
隔
を
も
っ
て
、
い
ず
れ
も
一
団
の

林
を
な
し
て
成
長
繁
茂
す
る
の
を
、
果
し
て
自
然
界
の
で
た
ら
め
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
ど
う
か
。

し
か
も
他
の
一
方
に
は
若
狭
の
八
百
比
丘
尼
の
ご
と
く
、
玉
椿
の
枝

を
手
に
持
っ
て
、
諸
国
を
巡
歴
し
た
と
い
う
旅
人
は
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
愛
す
る
土
地
の
美
女
と
約
束
を
し
て
、
ま
た
の
年
に
は
椿
の
実
を

携
え
て
再
び
訪
ね
て
き
た
ら
、
こ
れ
を
見
て
悦
ぶ
べ
き
恋
人
は
も
う
死

ん
で
い
た
の
で
、
そ
れ
を
地
に
投
じ
て
歎
き
慕
う
て
い
る
と
、
芽
を
吐

き
成
長
し
て
神
の
樹
と
な
っ
た
と
い
う
類
の
言
い
伝
え
も
、
土
地
に
よ

っ
て
は
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
ま
た
こ
の
木
の
茂
る
所

は
、
た
い
て
い
は
神
の
杜
で
あ
る
。
無
論
椿
存
在
の
奇
異
が
、
神
を
祀

っ
た
原
因
で
あ
っ
た
と
も
言
い
う
る
が
、
と
に
か
く
に
人
と
こ
の
植
物

と
の
関
係
は
昨
今
で
な
く
、
ま
た
鳥
な
ど
よ
り
も
親
し
み
が
深
か
っ
た

（

）

の
で
あ
る
。

（
椿
の
旅
）

ツ
バ
キ
を
持
っ
て
諸
国
を
巡
歴
し
た
旅
人
の
記
録
は
、
有
用
な
交
易
品
と

し
て
、
大
陸
に
面
し
た
沿
岸
部
に
ツ
バ
キ
が
植
生
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
同
様
に
、
古
代
に
お
い
て
、『
延
喜
式
』
で
ツ
バ
キ
油
を
納

め
た
国
（
因
幡
国
、
出
雲
国
、
周
防
国
、
筑
前
国
、
筑
後
国
、
肥
後
国
、
豊

前
国
、
壱
岐
島
）
が
、
大
陸
と
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
は
、
ツ
バ
キ

油
が
有
用
な
交
易
品
だ
か
ら
こ
そ
、
交
易
が
活
発
な
地
で
ツ
バ
キ
油
を
製
造

し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
木
下
武
司
氏
に
よ
る
と
、
少

な
く
と
も
輸
出
品
と
し
て
の
ツ
バ
キ
油
の
製
造
は
、
そ
の
他
の
油
料
植
物
と

ツ
バ
キ
の
あ
る
風
景
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比
べ
て
高
収
率
で
あ
っ
た
と
い
う
。

植
物
か
ら
採
れ
る
油
に
は
精
油
と
脂
肪
油
の
二
種
類
が
あ
る
。（
略
）

精
油
と
は
分
子
量
が
小
さ
く
水
に
溶
け
に
く
い
揮
発
性
の
油
物
質
の
集

合
体
を
い
い
、
匂
い
の
エ
ッ
セ
ン
ス
で
あ
っ
て
香
料
成
分
と
し
て
利
用

さ
れ
た
。
精
油
は
水
と
共
沸
す
る
性
質
が
あ
り
、
水
蒸
気
蒸
留
に
よ
っ

て
植
物
か
ら
分
離
で
き
る
が
、
東
洋
に
は
そ
の
製
造
技
術
は
な
く
、
近

世
に
な
っ
て
西
洋
か
ら
伝
え
ら
れ
た
か
ら
、
古
代
で
油
を
称
す
る
も
の

は
精
油
で
は
あ
り
え
な
い
。
も
う
一
種
の
油
と
は
植
物
の
種
仁
を
搾
り

取
っ
た
も
の
で
、
グ
リ
セ
ラ
イ
ド
を
主
体
と
す
る
非
揮
発
性
油
分
で
あ

る
。
西
洋
・
東
洋
と
も
古
く
か
ら
利
用
さ
れ
た
が
、
油
料
原
料
と
な
る

植
物
種
は
比
較
的
限
ら
れ
る
。（
略
）
木
本
来
油
料
植
物
で
か
つ
わ
が

国
で
生
育
可
能
な
植
物
と
な
る
と
ツ
バ
キ
ぐ
ら
い
に
限
ら
れ
る
。（
略
）

ツ
バ
キ
油
を
得
る
に
は
、
種
子
を
蒸
し
て
磨
り
潰
し
、
丈
夫
な
布
に
包

ん
で
搾
る
だ
け
で
よ
く
、
特
殊
な
技
術
を
必
要
と
し
な
い
。
ツ
バ
キ
の

種
子
は
重
量
ベ
ー
ス
で
果
実
の
約
六
割
を
占
め
、
脂
肪
油
の
含
量
は
約

十
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
か
ら
、
手
作
業
に
よ
る
回
収
率
を
五
十
パ

ー
セ
ン
ト
と
低
く
見
積
も
っ
て
も
、
三
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
果
実
か
ら

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
ツ
バ
キ
油
が
得
ら
れ
、
そ
の
ほ
か
の
油
料
植
物
と
比

べ
て
か
な
り
の
高
収
率
で
あ
る
。
一
方
、
中
国
で
は
、
後
述
す
る
よ
う

に
、
海
石
榴
を
ザ
ク
ロ
の
一
種
と
考
え
る
が
、
ザ
ク
ロ
か
ら
脂
肪
油
の

収
量
は
ず
っ
と
低
く
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
脂
肪
油
を
得
る
の
に
五
〇
〇

キ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
ど
の
果
実
を
必
要
と
し
、
小
さ
な
種
子
を
分
取
し
、
し

（

）

か
も
強
力
な
圧
搾
機
を
用
い
て
搾
り
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

ツ
バ
キ
の
木
が
豊
富
に
あ
る
「
海
石
榴
市
」
周
辺
で
は
、
輸
出
用
の
交
易

品
で
あ
る
ツ
バ
キ
油
を
製
造
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
ツ
バ
キ
は
薬
草

で
あ
る
が
、
ツ
バ
キ
油
も
ま
た
薬
の
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

椿
油O

leum
Cam

elliae

（
局
方
）
は
オ
レ
フ
油
に
代
用
し
軟
膏
の
基

（

）

礎
剤
と
し
又
食
用
油
、
頭
髪
油
に
供
せ
ら
る
。

ツ
バ
キ
油
は
、
零
下
十
五
度
に
下
が
ら
な
い
と
凝
固
し
な
い
、
や
や
黄
色

で
透
明
、
酸
化
し
に
く
く
、
粘
着
性
が
小
さ
く
、
ま
た
臭
い
も
な
い
こ
と
か

ら
、
薬
品
の
軟
膏
の
基
礎
剤
、
頭
髪
用
、
食
用
、
灯
火
用
な
ど
広
く
用
い
ら

れ
る
。
交
易
品
で
あ
る
ツ
バ
キ
油
の
有
用
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。お

わ
り
に

『
万
葉
集
』
巻
第
十
二
・
三
一
〇
一
番
歌
は
、
ツ
バ
キ
の
木
灰
が
紫
染
の

媒
染
剤
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
名
が
「
海
石
榴
市
」
を
起
す
序
で
あ
る
と
い
う

解
釈
に
留
ま
っ
て
い
た
。
歌
い
手
は
、
ツ
バ
キ
お
よ
び
「
海
石
榴
市
」
の
何

に
心
を
喚
起
・
増
幅
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ツ
バ
キ
に
目
を
向
け
る
と
、
硬
く
加
工
の
し
や
す
い
木
材
で
あ
り
、
か
つ

八
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常
緑
で
あ
る
こ
と
や
赤
い
色
か
ら
聖
な
る
植
物
と
し
て
テ
キ
ス
ト
に
描
か
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ツ
バ
キ
は
薬
草
と
し
て
当
時
す
で
に

認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
木
灰
は
高
貴
な
紫
染
の
媒
染
剤
と
し
て
用
い
ら

れ
、
そ
の
種
子
か
ら
抽
出
し
た
ツ
バ
キ
油
は
、
海
外
と
の
交
易
品
（
特
産

品
）
と
し
て
、
食
用
や
燃
料
に
も
な
り
、
薬
の
軟
膏
を
作
る
た
め
の
貴
重
な

材
料
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
ツ
バ
キ
は
、
病
を
も
退
け
る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
ツ
バ
キ
の
木
に
囲
ま
れ
た
「
海
石
榴
市
」
は
、
交
通
・
交
易

の
要
所
と
し
て
発
展
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
風
景
を
ふ
ま
え
る
と
、「
海
石
榴
市
の
八
十
の
衢
」
は
、
豊
富

な
原
材
料
に
恵
ま
れ
、
物
を
生
み
出
し
て
取
引
を
行
う
商
業
地
で
も
あ
り
、

人
々
が
交
わ
る
国
際
交
流
の
地
と
し
て
の
賑
わ
い
を
帯
び
る
と
同
時
に
、
ツ

バ
キ
の
木
で
囲
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
病
や
邪
か
ら
守
ら
れ
た
聖
な
る
地

と
も
な
る
。「
海
石
榴
市
」
で
行
わ
れ
る
の
は
、
華
や
か
な
交
易
地
で
く
り

広
げ
ら
れ
る
人
々
の
活
発
な
交
わ
り
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
解
放
感
だ
け

で
な
く
、
病
や
邪
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
た
空
間
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
逢
へ
る

児
や
誰
」
と
い
う
問
い
か
け
に
お
い
て
も
、
慎
重
に
関
係
を
築
く
の
で
あ

る
。当

該
歌
は
、
問
答
歌
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
巻
第
十
二
・
三
一
〇

二
番
歌
と
併
せ
て
見
て
い
こ
う
。

紫
は

灰
さ
す
も
の
そ

海
石
榴
市
の

八
十
の
衢
に

逢
へ
る
児
や

誰

（
十
二
・
三
一
〇
一
）

た
ら
ち
ね
の

母
が
呼
ぶ
な
を

申
さ
め
ど

道
行
き
人
を

誰
と
知

（

）

り
て
か

（
十
二
・
三
一
〇
二
）

「
海
石
榴
市
」
で
声
を
か
け
て
き
た
相
手
（
三
一
〇
一
番
歌
の
作
者
）
に
、

自
分
（
三
一
〇
二
番
歌
の
作
者
）
の
名
を
教
え
て
相
手
を
受
け
入
れ
よ
う
と

思
っ
た
け
れ
ど
、
相
手
は
「
道
行
き
人
」
で
あ
り
、
ど
こ
の
誰
な
の
か
わ
か

ら
な
い
の
で
、
と
相
手
を
遠
ざ
け
る
の
で
あ
る
。「
海
石
榴
市
」
は
歌
垣
が

行
わ
れ
る
地
で
あ
り
、
人
々
が
交
流
す
る
た
め
の
場
で
あ
る
一
方
で
、
邪
を

排
除
す
る
装
置
が
備
わ
る
聖
な
る
も
の
に
守
ら
れ
た
地
で
も
あ
っ
た
。
そ
の

地
で
声
を
か
け
た
三
一
〇
一
番
歌
の
作
者
を
拒
否
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
三

一
〇
二
番
歌
の
作
者
に
と
っ
て
、「
道
行
き
人
」（
三
一
〇
一
番
歌
の
作
者
）

＝

邪
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
ふ
た
り
の
人
間
の
出
会

い
以
上
の
意
味
を
、
ツ
バ
キ
お
よ
び
「
海
石
榴
市
」
の
風
景
は
読
み
手
に
伝

え
る
の
で
あ
る
。

『
万
葉
集
』
巻
第
十
二
は
、
物
語
要
素
、
特
に
平
安
期
の
歌
物
語
へ
の
傾

斜
が
認
め
ら
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
実
際
の
風
景
と
、
風
景
を
と
り
ま
く
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
よ
っ
て
、
当
該
歌
に
お
け
る
、
聖
と
僻
邪
の
要
素
が
明
確

に
な
っ
た
。
今
後
は
、
当
該
歌
以
外
に
も
見
ら
れ
る
「
海
石
榴
市
」
で
の
問

答
歌
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

注（
１
）
日
本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
』
３
、
小
学
館
、
一
九
九
五
、
三
五
二
頁
。

ツ
バ
キ
の
あ
る
風
景

八
三



（
２
）
澤
瀉
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
』
巻
第
十
二
、
中
央
公
論
社
、
一
九
六
三
、
二

〇
八
頁
。

（
３
）
佐
々
木
信
綱
『
校
本
万
葉
集
』
７
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
一
、
一
六
三
頁
。

（
４
）
澤
瀉
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
』
巻
第
十
二
、
中
央
公
論
社
、
一
九
六
三
、
二

〇
八
頁
。

（
５
）
注
（
１
）
参
照
。

（
６
）
注
（
１
）
参
照
、
巻
第
十
二
・
二
九
五
一
番
歌
頭
注
、
三
一
七
頁
。

（
７
）
『
本
草
和
名
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
承
平
年
間
（
九
三
一
〜
九
三
八
）
成

立
の
『
和
名
類
聚
抄
』
の
序
文
に
「
大
医
博
士
深
輔
仁
奉
勅
撰
集
新
抄
和
名

本
草
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
深
根
輔
仁
が
延
喜
年
間
に
撰
し
た
こ
と
が
わ
か

る
（『
本
草
和
名
』
解
題
、
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
二
六
。
川
瀬
一
馬

『
古
辞
書
の
研
究
』
講
談
社
、
一
九
五
五
、
七
〇
〜
七
六
頁
等
）。
な
お
、
ツ

バ
キ
に
つ
い
て
、『
万
葉
集
』
は
「
都
婆
伎
（
ツ
バ
キ
）」「
都
婆
吉
（
ツ
バ

キ
）」
と
濁
音
で
表
記
し
て
お
り
、『
本
草
和
名
』
は
「
都
波
岐
（
ツ
ハ

キ
）」、
そ
し
て
『
和
名
類
聚
抄
』
は
「
豆
波
木
（
ツ
ハ
キ
）」
と
清
音
で
表
記

し
て
い
る
。
濁
音
と
清
音
の
違
い
に
よ
る
解
釈
の
有
無
に
つ
い
て
は
稿
を
改

め
る
と
し
、
本
稿
に
お
い
て
は
「
ツ
バ
キ
」
表
記
で
統
一
す
る
。

（
８
）
丸
山
裕
美
子
・
武
倩
『
本
草
和
名
│
影
印
・
翻
刻
と
研
究
│
』、
汲
古
書

院
、
二
〇
二
一
、
三
一
一
頁
。

（
９
）
『
和
名
類
聚
抄
』
巻
二
十
・
草
木
部
三
二
・
木
類
第
二
四
八
、
国
立
国
語
研
究

所
、https://w

w
w
2.ninjal.ac.jp/textdb_dataset/kw

rs/kw
rs -020.htm

l

、

閲
覧
二
〇
二
三
・
一
。

（
１０
）
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』、
小
学
館
、
一
九
九
七
、
二
九
三
頁
。

（
１１
）
注
（
１０
）
参
照
、
三
五
一
〜
三
五
二
頁
。

（
１２
）
日
本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
』
４
、
一
九
九
六
、
二
九
九
頁
。

（
１３
）
注
（
１２
）
参
照
、
四
四
六
頁
。

（
１４
）
注
（
１２
）
参
照
、
三
一
一
頁
。

（
１５
）
日
本
古
典
文
学
全
集
『
風
土
記
』、
小
学
館
、
一
九
九
七
、
一
五
三
頁
。

（
１６
）
注
（
１５
）
参
照
、
一
六
五
〜
一
六
六
頁
。

（
１７
）
国
史
大
系
『
続
日
本
紀
』
七
一
三
年
五
月
甲
子
条
。

（
１８
）
横
浜
薬
科
大
学
官
報
和
漢
薬
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
古
代
出
雲
の
薬
草

文
化
』、
出
帆
新
社
、
二
〇
〇
〇
参
照
。

（
１９
）
豊
田
タ
ケ
シ
「
樹
木
知
っ
て
る
つ
も
り
（
２
）
ツ
バ
キ

日
本
産
ツ
バ
キ

属
〜
野
生
種
の
類
型
と
品
種
の
見
分
け
方
〜
」、『
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｃ
通
信
』
二
三
、

一
九
九
六
・
一
、
六
〜
一
一
頁
）
参
照
。

（
２０
）
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
』
１
、
小
学
館
、
一
九
九
四
、
三
五
一

〜
三
五
三
頁
。

（
２１
）
鈴
木
三
男
・
能
城
修
一
「
縄
文
時
代
の
森
林
植
生
の
復
元
と
木
材
資
源
の

利
用
」、『
第
四
紀
研
究
』
三
六
（
五
）、
三
三
六
〜
三
三
七
頁
。

（
２２
）
注
（
１
）
参
照
、
三
八
七
頁
。

（
２３
）
米
田
雄
介
『
正
倉
院
宝
物
と
平
安
時
代
│
和
風
化
へ
の
道
』
淡
交
者
、
二

〇
〇
〇
、
一
三
五
頁
。

（
２４
）
注
（
２３
）
参
照
、
一
三
六
頁
。

（
２５
）
国
史
大
系
『
延
喜
式

後
篇
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
、
九
六
八
〜
九

六
九
頁
。

（
２６
）
矢
野
憲
一
『
杖
』、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
八
、
一
三
頁
。

（
２７
）
吉
岡
幸
雄
「
藁
（
わ
ら
）
の
灰
」（「
染
司
よ
し
お
か
工
房
だ
よ
り
」、
二
〇

〇
四
・
四
、https://w

w
w
.sachio-yoshioka.com

/blog/2004/04/
d01-3/

、
閲
覧
二
〇
二
三
・
一
）。
吉
岡
氏
の
生
家
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く
染

屋
で
あ
り
、
父
・
常
雄
は
染
織
家
お
よ
び
大
阪
芸
術
大
学
教
授
と
し
て
世
界

の
染
色
研
究
、
特
に
貝
紫
の
研
究
に
造
詣
が
深
く
、
伯
父
・
堅
二
は
、
日
本

画
壇
の
重
鎮
で
あ
る
。
氏
は
、
一
九
七
三
年
年
に
美
術
工
芸
図
書
出
版
「
紫

紅
社
」
を
設
立
し
、『
正
倉
院
裂
と
飛
鳥
天
平
の
染
織
』（
一
九
八
四
）
等
を

出
版
す
る
と
共
に
、『
日
本
の
染
織
』（
全
三
十
巻
、
京
都
書
院
）
の
編
集
長

や
美
術
イ
ベ
ン
ト
や
メ
デ
ィ
ア
で
の
企
画
を
担
当
。
一
九
八
八
年
に
「
染
司

よ
し
お
か
」
五
代
目
当
主
を
継
承
し
た
後
は
、
日
本
の
伝
統
色
の
再
現
に
取

り
組
む
。
椿
灰
を
用
い
た
紫
染
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
（
松
本
包
夫
・
武
部

敏
夫
・
河
田
貞
他
『
染
織
の
美
７

正
倉
院
裂
と
上
代
の
染
織
』、
京
都
書

八
四



院
、
一
九
八
〇
等
参
照
）。
な
お
、
釉
薬
に
つ
い
て
は
、
小
泉
瑛
一
・
友
田
幹

夫
「
陶
磁
器
釉
薬
の
研
究
│
第
八
報
〜
第
九
報
│
」（『
窯
業
協
会
誌
』
五
九

巻
六
五
九
号
、
一
九
五
一
・
五
、
一
九
二
〜
一
九
六
頁
）
参
照
。

（
２８
）
国
史
大
系
『
続
日
本
紀
』
巻
三
十
四
・
宝
亀
八
（
七
七
七
）
年
五
月
条
。

（
２９
）
注
（
２５
）
参
照
、
巻
第
三
十
大
蔵
省
、
七
三
八
頁
。

（
３０
）
国
史
大
系
『
延
喜
式

中
篇
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
、
巻
第
十
五
内

蔵
寮
・
諸
国
年
料
供
進
、
四
二
九
頁
。

（
３１
）
注
（
３０
）
参
照
、
巻
第
二
十
四
主
計
六
一
三
・
六
一
六
・
六
一
九
〜
六
二

〇
・
六
二
二
頁
。

（
３２
）
柳
田
國
男
『
雪
国
の
春
』、
創
元
社
、
一
九
五
三
、
二
三
〇
〜
二
三
一
頁
。

（
３３
）
木
下
武
司
『
和
漢
古
典
植
物
名
精
解
』、
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
、
九
九

頁
。

（
３４
）
刈
米
達
夫
『
和
漢
薬
用
植
物
』
日
本
薬
報
社
、
一
九
二
八
、
一
六
八
頁
。

（

）
注
（
１
）
参
照
、
三
五
三
頁
。

ツ
バ
キ
の
あ
る
風
景

八
五



A Study of the Landscape with Camellia Japonica:
“Manyoshu” Vol. 12, No. 3101 Poem

MOHRI Miho

“Manyoshu,” Vol. 12, No. 3101, is a poem composed after being moved by the
sight of a scenic object called ‘tsubakichi.’ The poem traditionally referred only to
the relationship between the camellia ash, which is used to make purple dye, and
the ‘tsubakichi.’

However, that interpretation is not sufficient, Therefore, I would like to focus on
the camellia and ‘tsubakichi,’ and offer a new interpretation of why the poem was
sung in ‘tsubakichi.’ I will examine the camellia depicted in “Manyoshu,” “Kojiki,” “Ni-
honshoki,” and “Fudoki.” The camellia was recognized as a sacred plant due to its
evergreen nature and red color. Furthermore, it can be confirmed that it was also
known as a medicinal herb during the same period as ”Manyoshu.” In light of these
magical elements of the camellia, I can interpret the poem in Vol. 12, No. 3101 and
then, I can see that ‘tsubakichi,’ surrounded by sacred camellias, is not only a rich
trading place but also a holy place protected from evil. I perceive that the dialogue
within the sacred ’tsubakichi’ is safeguarded from evil.

キーワード：ツバキ（Camellia Japonica）、万葉集（Manyoshu）、医療人文学（Medical
Humanities）、聖なる植物（Sacred Plant）
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